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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲート線と複数のデータ線から信号の供給を受けて画像を表示するように複数の
画素がマトリックス形態に配列されている液晶パネルと、前記データ線及び前記ゲート線
に各々印加される画像信号及び選択信号のタイミングを調節するタイミングコントローラ
と、を含む液晶表示装置を駆動する方法であって、
　外部から入力される垂直周波数を判断する第１段階と、
　前記判断された垂直周波数によって反転駆動方式の種類を切り替える第２段階と、
　を含み、
　前記第２段階は、垂直周波数が所定の基準垂直周波数より低ければ前記反転駆動方式を
２ドット反転方式に切り替え、垂直周波数が所定の基準垂直周波数より高ければ前記反転
駆動方式を１ドット反転方式に切り替えることで、液晶容量充放電回数の半減により電力
を減らす液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記第１段階は内部または外部クロックで１フレーム長さをカウントして前記入力され
た垂直周波数を判断する、請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記第１段階は内部または外部クロックでＤＥ（Ｄａｔａ　Ｅｎａｂｌｅ）信号のアク
ティブまたはインアクティブ区間をカウントして前記入力された垂直周波数を判断する、
請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
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【請求項４】
　同じ方向に沿って配置された複数のデータ線と、前記複数のデータ線と交差する方向に
沿って配置された複数のゲート線と、前記データ線及び前記ゲート線から信号の供給を受
けて画像を表示し、マトリックス形態に配列されている複数の画素と、を含む液晶パネル
と、
　外部から入力される垂直周波数を判断し、前記垂直周波数が所定の基準周波数より低い
場合には２ドット反転方式で、前記垂直周波数が前記基準周波数より高い場合には１ドッ
ト反転方式で、液晶表示装置を駆動することで、液晶容量充放電回数の半減により電力を
減らすタイミングコントローラとを含み、
　前記タイミングコントローラは、
　前記１ドット反転方式で駆動する途中に、連続する所定の個数の前記画素で隣接する２
つの同一色画素の階調差が所定の範囲を越えるパターンが全体画素で所定の面積以上を占
めるフリッカーが発生すれば、前記駆動方式を前記２ドット反転方式に変更する液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記タイミングコントローラは、内部クロックを使用して１フレームの長さをカウント
するかまたはＤＥ（Ｄａｔａ　Ｅｎａｂｌｅ）信号のアクティブ区間またはインアクティ
ブ区間の長さをカウントすることにより、前記入力される垂直周波数を判断する、請求項
４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　固定された周波数のクロックを発生させるリングオシレータをさらに含み、
　前記タイミングコントローラは前記リングオシレータのクロックを使用して１フレーム
の長さをカウントするかまたはＤＥ信号のアクティブ区間またはインアクティブ区間の長
さをカウントすることにより、前記入力される垂直周波数を判断する、請求項４に記載の
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（ＬＣＤ）は共通電極と色フィルターなどが形成されている上部基板の配
向膜と薄膜トランジスタと画素電極などが形成されている下部基板の配向膜の間に液晶物
質を注入しておいて画素電極と共通電極に電圧を印加して電界を形成することにより液晶
分子の配列を変更し、これによって光の透過率を調節して画像を表示する装置である。
【０００３】
　このような液晶表示装置を駆動する方法としては１ドット反転方式と２ドット反転方式
がある。１ドット反転方式及び２ドット反転方式は、いずれも、あるフレームで印加した
データ信号と極性（共通電圧に対する極性）が反対のデータ信号を次のフレームで印加す
る方法である。１ドット反転方式は図６の（ａ）に示したように直前ゲート線に連結され
た画素に印加するデータ信号と現在ゲート線に連結された画素に印加するデータ信号の極
性を反対にして駆動する方法である。
【０００４】
　そして、２ドット反転駆動方法は、隣接する二つのゲート線を一組として組毎に極性反
転させる、つまり、現在二つのゲート線に各々連結された二つの画素に印加するデータ信
号の極性を直前二つのゲート線に各々連結された二つの画素に印加するデータ信号の極性
に対して反転して駆動する方法である。このような２ドット反転駆動方法によれば図６の
（ｂ）に示すように、現在ゲート線に連結された画素に印加されるデータ信号の極性は直
前ゲート線に連結された画素に印加されるデータ信号の極性と同一であり、次のゲート線
に連結された画素に印加されるデータ信号の極性は現在ゲート線に連結された画素に印加
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されるデータ信号の極性と反対となる。
【０００５】
　このような液晶表示装置の応用分野が、従来は陰極線管（ＣＲＴ）が占めたコンピュー
タモニター、テレビなど多様な用途に拡大を続けている。このため、画面を構成する走査
線または画素の仕様として、単一解像度ではない多様な種類の解像度と様々な画面走査率
を支援しなければならなくなった。しかし、従来の液晶表示装置は陰極線管とは異なって
固定された一つの垂直周波数だけを有するので、ＶＧＡ（６４０×４８０）、ＳＶＧＡ（
８００×６００）、ＸＧＡ（１０２４×７６８）、ＳＸＧＡ（１２８０×１０２４）、Ｕ
ＸＧＡ（１６００×１２００）などの様々な解像度及び６０Ｈｚ、７０Ｈｚ、７２Ｈｚ、
７５Ｈｚ、８５Ｈｚなどの様々な垂直周波数を支援するためにスケールエンジン及びフレ
ームメモリを利用した解像度及び走査率の変換が必須であった。
【０００６】
　しかし、最近はこのようなフレームメモリを液晶表示装置から除去し、液晶表示装置が
様々な垂直周波数を支援可能なように、しようとしている。ところが、高周波数で液晶表
示装置を駆動する場合にはゲート信号のパルス幅を減少させるので悪影響が現れ、特に前
述した２ドット反転駆動方法による液晶表示装置では横線が発生するという問題がある。
【０００７】
　詳しく説明すれば、高周波数で液晶表示装置を駆動するためにはゲート信号のパルス幅
を減らさなければならない。この減ったパルス幅に対してデータ線系の配線抵抗と負荷静
電容量の積（データ線時定数）が無視できないほど大きくなると充電不完全という問題を
生じる。不完全の程度は比率では一定であるが、絶対値ではデータ電圧の変化量に比例す
る。つまり、ゲート信号のパルス幅が減った場合、直前データ信号から極性反転されたデ
ータ信号が入力される画素では、非反転時に比して、充電が不十分である。従って２ドッ
ト反転方式のように、連続する画素データの極性が反転する場合と反転しない場合とがあ
れば、たとえば極性反転しないデータ信号が奇数番目ゲート線の画素に印加され、極性反
転したデータ信号が偶数番目ゲート線の画素に印加されると、これらの画素間に充電不均
衡が発生する。この充電不均衡はゲート線単位で生じるので、画面では横線として視認さ
れ、画質不良の原因になる。そして、このような横線は４マスクパネルを使用する液晶表
示装置では垂直周波数６０Ｈｚで駆動する場合にも現れ、また、２ドット反転方式ではな
い複数ドット反転方式にも現れる。
【０００８】
　このような横線をなくす方法としては、高周波数で駆動される液晶表示装置に対して１
ドット反転駆動を使用することもできるが、このような１ドット反転を使用する場合には
フリッカーと呼ばれるドットパターンが発生する問題がある。このようなフリッカーは液
晶に印加されるプラス電圧波形とマイナス電圧波形が対称形にならない場合に発生するも
のである。つまり、プラス電圧を印加した時の光透過率とマイナス電圧を印加した時の光
透過率が互いに異なって、画素電極に印加される垂直周波数の周期で階調が変動してちら
つきが発生する現象が前記フリッカーである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が目的とする技術的課題は、データ線の負荷によってゲート信号のパルス幅を調
節することである。本発明の他の技術的課題は、液晶表示装置を１ドット反転で駆動する
時、フリッカーを除去することである。また、本発明は液晶表示装置で画面の垂直周波数
が変わる時、駆動方法を変えることをその技術的課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の特徴によれば、隣接する画素の設定極性が互いに反対である第１ドット反転方
式で液晶表示装置を駆動する方法が提供される。この方法によれば、連続する所定個数の
画素の中で隣接する２つの同一色画素の階調差が所定の範囲を越えるパターンが全体画素
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の中で所定の面積以上を占めるかどうかを判断する。前記の判断でパターンが所定面積以
上を占めれば駆動方法を第１ドット反転方式から第２ドット反転方式に転換する。ここで
、第２ドット反転方式は、隣接する２つの画素にそれぞれ連結された隣接する２つのゲー
ト線同士を１組のゲート線とし、ゲート線に設定する極性を組毎に交互に反転させるのが
好ましい。
【００１１】
　この時、前記の判断のために、まず、一つのラインにある所定個数の同一色画素を一つ
のブロックとして全体同一色画素を複数のブロックに分け、一つのブロックで隣接する２
つの画素間の階調差が全て所定の範囲を越えているかどうかを判断する。次に、Ｒ（ｒｅ
ｄ：赤）、Ｇ（ｇｒｅｅｎ：緑）、Ｂ（ｂｌｕｅ：青）３色のうちの
少なくとも一つの色で所定の範囲を越えるパターンが所定の面積以上を占めるかどうかを
判断する。なお、前記の３色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は、各々ただ１個の画素で表示できる原色を
意味し、技術変化によって他の原色構成に変化する時は、その原色を意味するものとする
。
【００１２】
　本発明の他の特徴によれば、前記特徴による駆動方法を実現する液晶表示装置が提供さ
れる。この液晶表示装置は複数のデータ線、複数のゲート線及びデータ線とゲート線から
信号の供給を受けて画像を表示するようにマトリックス形態に配列されている複数の画素
を含む液晶パネルを含む。そして第２特徴による判断をするタイミングコントローラが追
加的に液晶表示装置に形成されている。
【００１３】
　本発明のまた他の特徴によれば、低い垂直周波数では２ドット反転方式で、高い垂直周
波数では１ドット反転方式で液晶表示装置を駆動する方法が提供される。この方法によれ
ば、外部から入力される垂直周波数を判断し、高い垂直周波数であれば１ドット反転方式
に切り替え、低い垂直周波数であれば２ドット反転方式に切り替える。そしてフリッカー
が発生した場合に駆動方法が１ドット反転方式であれば２ドット反転方式に切り替える。
【００１４】
　本発明のまた他の特徴によれば、前記特徴による駆動方法を実現する液晶表示装置が提
供される。この液晶表示装置は複数のデータ線、複数のゲート線及びデータ線とゲート線
から信号の供給を受けて画像を表示するようにマトリックス形態に配列されている複数の
画素を含む液晶パネルを含む。そして第４特徴によって駆動方法を変更するタイミングコ
ントローラが追加的に液晶表示装置に形成されている。
【００１５】
　この時、タイミングコントローラは内部クロックを使用して１フレームの長さをカウン
トしたり、ＤＥ信号のアクティブ区間またはインアクティブ区間の長さをカウントして垂
直周波数を判断することができる。
【００１６】
　または固定された周波数を有するクロックを発生させるリングオシレータが液晶表示装
置に追加的に形成され、タイミングコントローラはリングオシレータのクロックを使用し
て１フレームの長さをカウントしたり、ＤＥ信号のアクティブ区間またはインアクティブ
区間の長さをカウントして垂直周波数を判断することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１実施例による液晶表示装置の概略的な平面図である。
【図２】本発明の第１実施例によってデータ線の負荷を予測するためのパルスの波形図で
ある。
【図３】本発明の第１実施例によってパルス幅が調節されたゲート信号の波形図である。
【図４】本発明の第２実施例による液晶表示装置を駆動する方法を示すフローチャートで
ある。
【図５】本発明の第３実施例による液晶表示装置を駆動する方法を示すフローチャートで
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ある。
【図６】１ドット反転方式と２ドット反転方式を示す図面である。
【図７】液晶表示装置でフリッカー発生を示す図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下では添付した図面を参照して本発明の実施例について本発明の属する技術分野にお
ける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は
多様で相異な形態で実現することができ、ここで説明する実施例に限定されない。
【００１９】
　次に、本発明の実施例による液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法について図面を
参照して詳細に説明する。
【００２０】
　まず、図１及び図３を参照して本発明の第１実施例による液晶表示装置について説明す
る。
【００２１】
　図１は本発明の第１実施例による液晶表示装置の概略的な平面図である。図２は本発明
の第１実施例によってデータ線の負荷を測定するためのパルスの波形図であり、図３は本
発明の第１実施例によってパルス幅が調節されたゲート信号の波形図である。
【００２２】
　図１に示すように、本発明の第１実施例による液晶表示装置は液晶パネル１０、ダミー
データ線１１、信号線１２、液晶パネル１０の左側及び上側に各々連結されているゲート
用及びデータ用テープキャリアパッケージ（ＴＣＰ）２０、３０、そしてテープキャリア
パッケージ２０、３０に各々リード線（図示せず）を通じて連結されているタイミングコ
ントローラ（Ｔ－ＣＯＮ）４０を含む。
【００２３】
　液晶パネル１０には走査信号またはゲート信号を伝達する複数のゲート線（図示せず）
が横方向にのびて形成されており、画像信号またはデータ信号を伝達する複数のデータ線
（図示せず）が縦方向にのびて形成されている。そして液晶パネル１０にはゲート線とデ
ータ線を通じて入力される信号によって画像を表示するように複数の画素（図示せず）が
マトリックス形態に形成されている。
【００２４】
　ゲート用及びデータ用テープキャリアパッケージ２０、３０には各々ゲート駆動集積回
路２１及びデータ駆動集積回路３１が装着されており、ゲート及びデータ駆動集積回路２
１、３１と連結されたリード線（図示せず）が形成されている。テープキャリアパッケー
ジ２０、３０は液晶パネル１０に接着されてゲート線及びデータ線に電気的に連結されて
いる。この時、ゲート及びデータ駆動集積回路２１、３１はテープキャリアパッケージ２
０、３０に装着されず、液晶パネル１０の薄膜トランジスタ基板（図示せず）上に直接装
着することもでき、これをＣＯＧ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｇｌａｓｓ）方式という。
【００２５】
　タイミングコントローラ４０はゲート及びデータ駆動集積回路２１、３１を駆動するた
めのタイミング信号を生成し、これをリード線を通じてゲート及びデータ駆動集積回路２
１、３１に伝達する。ゲート駆動集積回路２１はタイミング信号とゲート駆動電圧発生部
（図示せず）から提供された電圧によってゲート線に走査信号またはゲート信号を伝達し
、デート駆動集積回路３１はタイミング信号と階調電圧発生部（図示せず）から提供され
た電圧によってデータ線に画像信号またはデータ信号を伝達する。
【００２６】
　本発明の第１実施例による液晶パネル１０にはダミーデータ線１１が追加的に形成され
ている。このダミーデータ線１１はデータ用テープキャリアパッケージ３０に連結されて
おり、テープキャリアパッケージ３０に連結されたリード線４１を通じてタイミングコン
トローラに電気的に連結されている。そしてダミーデータ線１１はこれに横に連結された
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信号線１２を通じてゲート用テープキャリアパッケージ２０に連結されており、テープキ
ャリアパッケージ２０に連結されたリード線４２を通じてタイミングコントローラ４０に
電気的に連結されている。この時、信号線１２はダミーデータ線１１の端に連結されても
ダミーデータ線１１の中間に連結されてもよい。
【００２７】
　本発明の第１実施例ではデータ線の負荷を測定するためにタイミングコントローラ４０
はテープキャリアパッケージ３０を経てダミーデータ線１１にパルス（Ｐｏｕｔ）を出力
する。その後、このパルス（Ｐｏｕｔ）はダミーデータ線１１の負荷によって遅延されて
信号線１２に出力され、遅延されたパルス（Ｐｉｎ）はテープキャリアパッケージ２０を
経てリード線４２を通じてタイミングコントローラ４０に入力される。
【００２８】
　図２に示したように、タイミングコントローラ４０は出力したパルス（Ｐｏｕｔ）とこ
のパルス（Ｐｏｕｔ）がダミーデータ線１１によって遅延されたパルス（Ｐｉｎ）の時間
の差（Ｔｄ）を計算してデータ線の負荷を測定する。つまり、時間の差の大きければ大き
いほどデータ線の負荷が大きいと判断する。
【００２９】
　この時、データ線の負荷が大きいと判断されれば図３に示したように極性が反転された
データ信号が入力される画素に連結されたゲート線に印加されるゲート信号のパルス幅を
広め、他のゲート線に印加されるゲート線のパルス幅を狭める。例えば、２ドット反転方
式の駆動方法では、（Ｇｎ－３，Ｇｎ－２）＝負極性、（Ｇｎ－１，Ｇｎ）＝正極性、（
Ｇｎ＋１，Ｇｎ＋２　）＝負極性とすると、ゲート線（Ｇｎ－１、Ｇｎ＋１）に連結され
た画素に印加される信号は各々ゲート線（Ｇｎ－２、Ｇｎ）に連結された画素に印加され
る信号に対して反転された信号であり、ゲート線（Ｇｎ、Ｇｎ＋２）に連結された画素に
印加される信号は各々ゲート線（Ｇｎ－１、Ｇｎ＋１）に連結された画素に印加される信
号と極性が同一である。したがって、図３に示したようにゲート線（Ｇｎ－１、Ｇｎ＋１
）に印加されるゲート信号のパルス幅を広め、ゲート線（Ｇｎ－２、Ｇｎ、Ｇｎ＋２）に
印加されるゲート信号のパルス幅を狭める。
【００３０】
　つまり、２つのゲート線を１組とする２ドット駆動方式において、組が異なり互いに隣
接する２つのゲート線のうち、先に駆動される上流側ゲート線に、後で駆動される下流側
ゲート線よりも長い時間電圧を印加する。これは、隣り合う組の間では電圧が反転してお
り、組が異なり互いに隣接する２つのゲート線のうち、上流側ゲート線はさらにその上流
のゲート線と同極性であるから充電時間は短くてもよく、下流側ゲート線ではその上流側
のゲート線と逆極性であるから充電時間は長くする必要があるからである。このことは負
荷が大きい程顕著になる。
【００３１】
　本発明の第１実施例では液晶パネル１０に形成されているダミーデータ線を利用してデ
ータ線の負荷を測定したが、ダミーデータ線を利用せずに一般データ線を利用してデータ
線の負荷を測定することもできる。次に、このような変形例について説明する。
【００３２】
　本発明の第１実施例の変形例では任意のデータ線にデータ線の負荷を測定するためのパ
ルスを印加する。タイミングコントローラ４０はパルスが印加されたデータ線に連結され
た任意のゲート線から前記パルスの出力を受信し、パルスが遅延された値を計算してデー
タ線の負荷を測定する。
【００３３】
　このように本発明の第１実施例及びその変形例によれば、２ドット反転で駆動する時デ
ータ線の負荷が大きい場合にもこれを測定して偶数番目のゲート線に印加されるゲート信
号のパルス幅を広くし、奇数番目ゲート線に印加されるゲート信号のパルス幅を狭くする
ことにより、充電不均衡を解決することができる。ところで、ゲート信号のパルス幅を変
動させた場合には、ゲート・パルスの前縁および後縁と各画素用データ信号の前縁および
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後縁が実質的に一致しないと、充電時間の延長が困難なだけでなく、画素間のクロストー
クによって画質劣化を生じる可能性がある。従って、ゲート信号パルス幅の調整効果を確
実にするため、各データ線のデータ信号切換えタイミングがゲート信号パルスのオン・オ
フとおおよそ同期するように調整する。例えば、ゲート・オン・パルス後縁を適宜時間シ
フトした信号またはゲート信号パルス幅調整用信号によって、当該データ線上の次画素用
データ信号への切換え制御を行う必要がある。
【００３４】
　このように本発明の第１実施例及びその変形例では垂直周波数が６０Ｈｚ及びこれより
高周波数である場合にも２ドット反転方式で液晶表示装置を駆動し、この時に発生され得
る横線を除去するためにデータ線の負荷を測定し、この負荷によってゲート信号のパルス
幅を調節する方法を説明した。しかし、本発明の第１実施例とは異なって高周波数でも１
ドット反転方式で駆動することができるから、以下ではこのような実施例について図４及
び図５を参照して説明する。
【００３５】
　まず、図４を参照して高周波数で１ドット反転で駆動しながらフリッカーが発生する場
合に１ドット反転駆動に転換する第２実施例について説明する。
【００３６】
　図４は本発明の第２実施例による液晶表示装置を駆動する方法を示すフローチャートで
ある。
【００３７】
　本発明の第２実施例では６０Ｈｚ及びこれより大きい周波数（例えば７５Ｈｚ）で液晶
表示装置を駆動する場合に１ドット反転駆動を使用する。しかし、６０Ｈｚより大きい周
波数で１ドット反転駆動を使用する場合には図７に示したようなフリッカーが発生するこ
とがある。このようなフリッカーが発生する場合には２ドット反転に駆動方法を変更すれ
ば画質劣化を防止ことができる。
【００３８】
　詳しく説明すれば図４に示すように、本発明の第２実施例による液晶表示装置のタイミ
ングコントローラ４０は一つのライン（一つの行または一つの列）として配列されている
同一色のｎ個（以下では１６個と仮定して説明する）の画素を一ブロックとし、液晶パネ
ル１０に存在する全体画素をＮ個のブロックに分ける（Ｓ４０１）。タイミングコントロ
ーラ４０は下記式（１）に示したように一つのブロック内で隣接する画素間の階調差を予
め設定されている階調臨界値と比較する（Ｓ４０２）。
｜Ｄ２ｉ－Ｄ２ｉ－１｜＞ＤＴＨ　　　　　　　・・・・・（１）
　ここで、Ｄ２ｉ－１及びＤ２ｉは各々一つのブロック内で２ｉ－１番目及び２ｉ番目画
素の階調を示し、ＤＴＨは階調臨界値を示し、ｉは１乃至８の値を有する。
【００３９】
　この時、一つのブロック内で８個の隣接画素が全部式（１）を満足すれば、このブロッ
クをドットブロックと判断する（Ｓ４０３）。前記のＳ４０２及びＳ４０３を繰り返して
Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれの全体画素に対してドットブロックの全体個数を計算する（Ｓ４０４
）。Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれのドットブロックの全体個数が、いずれか一つでも予め設定され
ている領域臨界値を越えれば、フリッカーと判断する（Ｓ４０５）。
【００４０】
　このような領域臨界値はフリッカーと判断されるためにドットブロックが全体画面でど
のぐらいの面積を占めるかを決定する値である。例えば、全体面積の１／１０以上がドッ
トブロックである場合をフリッカーと判断するならば、ＳＸＧＡ（ｓｕｐｅｒ　ｅｘｔｅ
ｎｄｅｄ　ｇｒａｐｈｉｃｓ　ａｄａｐｔｅｒ、１２８０×１０２４）画面ではドットブ
ロックが８１９２個であればフリッカーと判断される。
【００４１】
　フリッカーと判断された場合にはこのようなフリッカーを除去するために、タイミング
コントローラは１ドット反転駆動から２ドット反転駆動に転換して液晶表示装置を駆動し
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、フリッカーではない場合には１ドット反転駆動で動作させる。
【００４２】
　このように本発明の第２実施例によれば、６０Ｈｚより大きい周波数でも１ドット反転
で駆動することができ、このような１ドット反転駆動でフリッカーが発生する場合には２
ドット反転に転換して駆動するので画質劣化を防止することもできる。
【００４３】
　本発明の第２実施例ではフリッカーが発生するかどうかを判断するために全体画素を所
定のブロックに分けて判断したが、これに限定されず、他の方法でフリッカーを判断して
もよい。
【００４４】
　このように本発明の第２実施例では全ての周波数で１ドット反転方式で液晶表示装置を
駆動し、フリッカーが発生する場合にだけ２ドット反転方式で駆動した。これとは異なっ
て６０Ｈｚでは２ドット反転方式で液晶表示装置を駆動し、６０Ｈｚより大きい周波数で
は１ドット反転方式で液晶表示装置を駆動することもできる。次に、このような実施例に
ついて図５を参照して説明する。
【００４５】
　図５は本発明の第３実施例による液晶表示装置を駆動する方法を示すフローチャートで
ある。
【００４６】
　本発明の第３実施例では６０Ｈｚでは２ドット反転方式で液晶表示装置を駆動し、これ
より大きい周波数（例えば７５Ｈｚ）では１ドット反転方式で液晶表示装置を駆動する。
液晶表示装置は大部分の場合６０Ｈｚで駆動するので、６０Ｈｚである時２ドット反転方
式で液晶表示装置を駆動すれば、液晶容量充放電回数の半減により電力消耗を減らすこと
ができる。そして、６０Ｈｚより大きい周波数でフリッカーが発生する場合には、第２実
施例のように２ドット反転方式に駆動方法を変更すれば画質劣化を避けることができる。
【００４７】
　詳しく説明すれば図５に示すように、本発明の第３実施例による液晶表示装置のタイミ
ングコントローラ４０は液晶表示装置を駆動する垂直周波数が変更されたかどうかを判断
する（Ｓ５０１）。垂直周波数の変更有無はタイミングコントローラ４０の内部クロック
やリングオシレータなどの外部クロックを利用して判断することができる。
【００４８】
　詳しく説明すれば、１フレームの長さを決定するＶｓｙｎｃ信号の長さを内部または外
部クロックでカウントし、このカウント値で垂直周波数の変更有無を判断することができ
る。つまり、このようなクロックの周期は垂直周波数に関係なく不変値であるので、６０
Ｈｚでカウント値がＣ６０であるとする時、カウント値が（Ｃ６０×６０／７５）に測定
されれば垂直周波数が７５Ｈｚに変わったことと判断する。または、このクロックでＤＥ
（ｄａｔａ　ｅｎａｂｌｅ）信号のアクティブ区間またはインアクティブ区間のパルス幅
をカウントし、前述したようにこのカウント値が変わった場合には垂直周波数が変わった
と判断すればよい。
【００４９】
　このように垂直周波数の変更有無を判別し、垂直周波数が６０Ｈｚからこれより高周波
数に変わった場合には１ドット反転方式で駆動し、高周波数から６０Ｈｚに変わった場合
には２ドット反転方式に駆動方法を変更する（Ｓ５０２）。垂直周波数が変わっていなか
ったり高周波数から低周波数に変わった場合にはそのまま現ドット反転方式で駆動する（
Ｓ５１１）。
【００５０】
　そして、本発明の第２実施例で説明したようにフリッカーが発生したことを感知した場
合に（Ｓ５０３）、現駆動方式が１ドット反転方式であるかどうかを確認する（Ｓ５０４
）。１ドット反転方式であれば本発明の第２実施例で説明したようにフリッカーを除去す
るためにこれを２ドット反転方式に変更する（Ｓ５０５）。また、フリッカーが発生しな
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）。
【００５１】
　このように本発明の第３実施例によれば垂直周波数が６０Ｈｚである時は２ドット反転
方式で液晶表示装置を駆動して電力消耗を減らし、これより大きい周波数では１ドット反
転方式で駆動してデータ線の充電不均衡を防止することができる。そして、１ドット反転
方式でフリッカーが発生する場合には２ドット反転方式に転換してフリッカーを防止する
ことができる。
【００５２】
　本発明の第３実施例では垂直周波数の変更をＶｓｙｎｃ信号またはＤＥ信号の長さで判
断したが、これに限定されず、他の方法で判断することもできる。
【００５３】
　上記の実施例は、２ドット反転方式を例に取っているが、本発明は２ドット以上の反転
方式にも適用可能である。
【００５４】
　このように、本発明によれば６０Ｈｚ及びこれより高い垂直周波数で液晶表示装置を駆
動する場合に画質の劣化を防止することができる。６０Ｈｚより高い垂直周波数で２ドッ
ト反転方式の液晶表示装置を駆動する場合にも充電不均衡で発生する横線発生を防止する
ことができる。そして、６０Ｈｚより高い垂直周波数の１ドット反転方式で駆動する場合
に発生するフリッカーを防止することもできる。また、６０Ｈｚまたはこれより高い垂直
周波数の場合にも各々２ドット反転方式または１ドット反転方式で液晶表示装置を選択的
に駆動することができる。
【００５５】
　以上で本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに
限定されず、請求範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変形及
び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【００５６】
１０：液晶パネル
１１：ダミーデータ線
１２：信号線
２０：ゲート用テープキャリアパッケージ
２１：ゲート駆動集積回路
３０：データ用テープキャリアパッケージ
３１：データ駆動集積回路
４０：タイミングコントローラ
４２：リード線
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反转。当在单点反转驱动期间产生闪烁时，反转类型变为双点反转。为
了避免在以两点反转驱动的显示装置中产生不相等的充电，在测量数据
线的负载的同时调节栅极信号的脉冲宽度。Ž
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